


9 月

※８月７日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

北九州市立響ホール 「国際村交流センター」徒歩3分　□休年末年始・隔月1回（不定休）　□Ｐ 240台（有料）
□所八幡東区平野1-1-1　□℡093（662）4010　 「八幡駅」徒歩15分　 「八幡駅入口第一」徒歩10分八幡

東

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

第14回グループえぴ　～2台のピアノとピアノ三重奏の夕べ～
実宝理佳（ピアノ）、宮内道子（ヴァイオリン）、菊地知也（チェロ）　他 3㈬ 19:00

　　　 一般 ￥2500
学生（小～大学生） ￥1500 華凛の会

093（473）0415※対象：小学生以上
※全席自由

九州交響楽団　第57回北九州定期演奏会
フレディ・ケンプ（指揮とピアノ）、朝岡 聡（お話） 4㈭ 19:00

　　　 一般 ￥3700
学生（小～大学生） ￥1100
　  会員割引 ￥3000

九響チケットサービス
092（823）0101

※対象：小学生以上　※全席自由

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

OFFICE　SEGUCHI　グループ写真展　写真 3㈬～9㈫ 無　料 OFFICE SEGUCHI

カトレア画会絵画作品展　絵画 10㈬～16㈫ 無　料 カトレア画会
093（561）9582

第9回　秋琴会書作展　書道 17㈬～23㈫㈷
※10:00～18:00 無　料 書道研究秋琴会

093（691）1226
第65回（平成26年度）小倉北区民美術展会員・会友展
絵画・書道・写真・彫刻・その他 25㈭～30㈫ 無　料 小倉北区役所コミュニティ支援課

093（582）3322

北九州芸術劇場

市民ギャラリー
□所小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州5F　□℡093（562）2520
□時10:00～19:00※催し初日は準備が終わり次第開場、最終日は17:00まで
「小倉駅」徒歩10分　 「西小倉駅」徒歩3分　□休年末年始

小倉
北

北九州芸術劇場

■北九州芸術劇場改修工事のお知らせ
　北九州芸術劇場は平成26年度中に大規模な改修工事の為、休館致します。（工事期間： 平成26年12月1日から平成27年1月31日）　〈北九州芸術劇場 施設利用係 TEＬ093（562）8436〉

「西小倉駅」徒歩3分　 「室町・リバーウォーク」徒歩1分　□休年末年始
□所小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州6Ｆ　□℡093（562）2655　□時公演によって異なります小倉

北

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

第49回　年長者の祭典 5㈮ 13:00 無　料 保健福祉局地域支援部高齢者支援課
093（582）2407

第４回　全日本高等学校チームダンス選手権大会 14㈰ 13:00 ￥1000 一般社団法人全日本高等学校ダンス連盟事務局
080（9143）0050

舞台「友情～秋桜のバラード～」 19㈮
13:00

PS席 ￥9800
SS席 ￥7980
  S席 ￥5980

株式会社　夢グループ
03（5395）5261

17:30 ※当日SS席、S席￥2020増
※PS席は前売りのみ販売

小林幸子コンサート 23㈫㈷
14:00

PS席 ￥8000
SS席 ￥5980
  S席 ￥4980

株式会社　夢グループ
03（5395）5261

17:30 ※当日SS席、S席￥2020増
※PS席は前売りのみ販売

小倉南文化祭　日本舞踊合同大会 28㈰ 11:00 一般 ￥4000 藤間紋龍
093（961）0050

中
劇
場

北九州市民劇場9月例会　劇団　昴　「親の顔が見たい」

15㈪㈷ 18:30

会　費 北九州市民劇場
093（541）0075

16㈫ 13:30
17㈬ 13:30
18㈭ 12:00

19㈮ 13:30
18:30

20㈯ 13:30
21㈰ 13:30 ※市民劇場会員でない方はお問い合わせ下さい

小
劇
場

ダンスダイブウィーク
ショーケース
今見て欲しい旬のダンスが勢ぞろい！貴方のお気に入りの作品が見つかるはず

6㈯

14:00

　一般 ￥2000
ユース ￥1000

北九州芸術劇場
093（562）2655

7㈰
※対象：小学生以上
※2回セット券・ぶっ通し券あり（詳細は問い合わせ先へ）
※ユースは24歳以下・要身分証提示・枚数限定・劇場のみ
※両日アフタートークあり

「にことねこ」ＣＤ発売コンサート　二胡とシンセサイザー 10㈬ 19:00 一般 ￥2000 北九州で二胡を楽しく
050（3590）7615

ダンスダイブウィーク
Co.山田うん「ワン◆ピース2014」「十三夜」
国内外で注目を集めるCo.山田うんが、２年ぶりに北九州芸術劇場へ登場

13㈯ 17:00 　一般 ￥3000
ユース ￥2000

北九州芸術劇場
093（562）2655

14㈰ 17:00 ※2回セット券・ぶっ通し券あり（詳細は問い合わせ先へ）
※ユースは24歳以下・要身分証提示・枚数限定・劇場のみ
※2歳以下膝上観覧無料
※13㈯、14㈰アフタートークあり

15㈪㈷ 14:00

北九州芸術劇場リーディングセッションvol.24
「雰囲気のある死体」
病室を舞台に繰り広げられるニヤリとおかしな不条理劇。演出：山崎清介

22㈪ 19:00 ￥1800
北九州芸術劇場
093（562）265523㈫㈷ 14:00 ※対象：小学生以上

※当日￥200増
※23㈫㈷アフタートークあり24㈬ 14:00

TAKAKOライブ2014 27㈯ 15:00 一般 ￥3000 イナオ
090(9795)6462

杉岡寿子ピアノ教室発表会 28㈰ 14:00 無　料 杉岡寿子
090（7236）1922

15 かるかる  2014.September



9 月

※８月７日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります

北九州市立響ホール 「国際村交流センター」徒歩3分　□休年末年始・隔月1回（不定休）　□Ｐ 240台（有料）
□所八幡東区平野1-1-1　□℡093（662）4010　 「八幡駅」徒歩15分　 「八幡駅入口第一」徒歩10分八幡

東

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

2014響シリーズ第5弾　ステイト・ブラス
アンドレ・アンリ（トランペット）、郡 恭一郎（トロンボーン）　他 6㈯ 15:00

　　 指定席 ￥3500
 一般自由席 ￥3000
U-25自由席 ￥1500
（学生問わず25歳以下、要証明）
ペア自由席（前売のみ） ￥5000

（公財）北九州市芸術文化振興財団
音楽事業課

093（663）6661
※対象：小学生以上
※当日各￥500増

北九州音楽協会会員による
CONCERT　響　2014　Vol.25　“ファンタスティックな25”
北九州音楽協会会員17名

7㈰ 15:30
一般 ￥2000
学生 ￥1000 北九州音楽協会

093（871）2220【宮武】※当日各￥500増
※全席自由

第68回全日本学生音楽コンクール　北九州大会　予選
ピアノ　13㈯高校、14㈰小学校、15㈪㈷中学校

13㈯ 13:30 一般 ￥1500

毎日新聞西部本社事業部
093（511）1119【福田】

14㈰ 11:00 ※対象：小学生以上
※全席自由15㈪㈷ 10:30

第68回全日本学生音楽コンクール　北九州大会　予選
20㈯ 10:30～ フルート、13:30～ 声楽、21㈰バイオリン

20㈯ 10:30 一般 ￥1500

21㈰ 11:00 ※対象：小学生以上
※全席自由

2014北九州国際音楽祭　はじめての雅楽〈レクチャー〉
進行：野原耕二（日本文化・音楽プロデューサー）、東京楽所奏者２名 23㈫㈷ 14:00

無　料
北九州国際音楽祭
実行委員会事務局
093（663）6567

※対象：小学生以上　※定員50名（抽選）
※要事前申込8/20㈬必着、結果は8月下旬頃返信

コール・フェスタ　concert　2014
コール・フェスタ、賛助：北九州･下関大学合唱連盟 27㈯ 17:00

一般 ￥1000
中学生以下無料 コール・フェスタ

090（4488）9574【岩田】
※全席自由

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

天空ジャズ（近藤タケユキデュオ）　　　　　　　　　　　　　　障 6㈯ 18:30 門司港レトロ展望室入館料必要
大人 ￥300　小人 ￥150 門司港レトロ

総合インフォメーション
093（321）4151門司港レトロスペシャルジャズウィークVol6　「3VIEWS OF JAZZ」

JAZZ not JAZZ? Project 15㈪㈷
18:00 門司港レトロ展望室入館料必要

大人 ￥300　小人 ￥15019:00

門司港レトロ展望室 「門司港駅」徒歩5分　□休なし
□所門司区東港町1-32　□℡093（331）3103　□時10：00～22：00（カフェは20：30まで）入館は閉館30分前まで門司

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

１・
２
階

門司区文化祭・門司区民美術展 4㈭～10㈬ 無　料
門司港レトロ

総合インフォメーション
093（321）4151

※最終日は15:00まで

マークエステル日本神話の世界展 13㈯～28㈰
　　一般 ￥500
小中学生 ￥100

※前売り（大人のみ）￥300

旧門司税関 「門司港駅」徒歩３分　□休なし　
□所門司区東港町1-24　□℡093（321）6111　□時9:00～17:00

門司

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

祭－京都・江戸・博多
京都・江戸・そして博多の祭礼の様子を描いた絵画を紹介。　　　　　　　　　障 9/12㈮～11/3㈪㈷

　　 一般 ￥600
高・大学生 ￥400 出光美術館（門司）

093（332）0251
※中学生以下無料（保護者同伴）

出光美術館（門司） 「門司港駅」徒歩８分　 「門司IC」約10分　□休月曜日、展示替期間、年末年始
□所門司区東港町2-3　□℡093（332）0251　□時10:00～17:00（入館は閉館30分前まで）

門司

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

筑前琵琶「平家物語」演奏会 7㈰
11:00

無　料
関門海峡ミュージアム
（海峡ドラマシップ）
093（331）670013:00

関門海峡ミュージアム（海峡ドラマシップ） 「門司港駅」徒歩5分　□休年５回
□所門司区西海岸1-3-3　□℡093（331）6700　□時9:00～17:00門司

旧大連航路上屋 「門司港駅」徒歩5分
□所門司区西海岸1-3-５　□℡093（322）5020　□時9:00～17:00門司

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

門司港レトロスペシャルジャズウィークVol6　映画上映
「この世の外へクラブ進駐軍」　萩原聖人　オダギリジョー出演 14㈰ 11:00 無　料 門司港レトロ

総合インフォメーション
093（321）4151門司港レトロスペシャルジャズウィークVol6　「3VIEWS OF JAZZ」

JAZZ de CINEMA 14㈰
14:00

無　料
15:00

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

門司港レトロスペシャルジャズウィークVol6 「3VIEWS OF JAZZ」
GANRYU_JIMA SAX BATTLE!! 13㈯

17:00
無　料

門司港レトロ
総合インフォメーション
093(321)415118:00

「門司港駅」徒歩2分　□休なし
□所門司区港町7-18　□℡093（321）4151　□時9：00～17：00旧大阪商船門司

14



9 月

※８月７日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ス
タ
ジ
オ

子ども映画会
「みみずくとお月さま」　ミッキーマウス「ミッキーのハワイ旅行」ほか 14㈰ 14:00 無　料

（先着50名）

北九州市立視聴覚センター
093（561）3131

週末映画会　洋画「ローマの休日」（アメリカ） 20㈯ 14:00 無　料
（先着50名）

クラシック・レコードコンサート
チャイコフスキー作曲　交響曲第6番「悲愴」ほか。楽曲解説あり。 21㈰ 14:00 無　料

（先着50名）

週末映画会　邦画「あの丘越えて」 27㈯ 14:00 無　料
（先着50名）

北九州市立視聴覚センター 「西小倉駅」徒歩10分　 「勝山公園」徒歩1分、「北九州市役所」徒歩5分　□休月曜日（祝日の場合は翌日休館）
□所小倉北区城内4-1　□℡093（561）3131　□時9:30～18:00小倉

北

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

企
画

展
示
室

日本玩具博物館コレクション・ままごと道具の美
日本と海外の美しいままごと道具を一堂に揃え、その魅力を紹介します。　障

7/2㈬～
9/15㈪㈷ 9:00

　一般 ￥300
中高生 ￥150
小学生 ￥100

北九州市立小倉城庭園
093（582）2747

第40回小倉城扇子・短冊書道展
舞扇や短冊にしたためた書の作品を約300点展示　　　　　　　　　　　障

20㈯～
28㈰ 9:00

　一般 ￥300
中高生 ￥150
小学生 ￥100

書
院
棟

秋のJAZZナイト
ライトアップされた日本庭園を眺めながら、JAZZを楽しみませんか？ 13㈯ 18:00

￥1500
（呈茶付・入館料込）

※先着80名
※要申込

和
室
・

書
院
棟

開館16周年記念市民茶会
開館16周年を記念した恒例の秋のお茶会です。 28㈰ 9:00

￥1500
（薄茶二席・入館料込）

※要申込

北九州市小倉城庭園 □所小倉北区城内1-2　□℡093（582）2747　□時9:00～18:00（4月～10月）入館は閉館の30分前まで
「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　□休なし

小倉
北

□所小倉北区下到津4-3-2　□℡093(592)4152　□時9:00～17:00

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
児
童
劇
場

テルミンコンサート
ロシアの発明家テルミン氏が発明した世界最古の電子楽器『テルミン』。独特の音色をお楽しみ下さい。 28㈰ 14:00 無　料 北九州市立こども文化会館

093（592）4152

北九州市立こども文化会館（併設到津市民センター） 「小倉北特別支援学校」徒歩1分、「金田陸橋西」徒歩5分　□休月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始　□Ｐ 20台
小倉
北

アルモニーサンク 北九州ソレイユホール
（旧九州厚生年金会館）

「小倉駅」徒歩30分　 「西小倉駅」徒歩15分　 「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分
□休年末年始・毎月1回（不定休）　□Ｐ 80台（有料）

□所小倉北区大手町12-3　□℡093（592）5405　□時公演によって異なります小倉
北

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

北九州市民文化大学　文化講演会
講師：古美術鑑定家　中島 誠之助氏 14㈰ 13:30 関係者

（随時募集）
北九州市民文化大学
093（522）5008

平成26年度　松竹大歌舞伎
市川亀治郎改め四代目 市川猿之助　九代目 市川中車　襲名披露 18㈭

13:00 S席 ￥10000
  A席 ￥7000 ㈱井筒屋

093（522）3111（代表）18:00 ※対象：小学生以上

プレミアムコンサート　佐藤しのぶ　～歌は祈り～
歌を抱きしめ　あなたの街へ 20㈯ 19:00 A席 ￥5000

B席 ￥4500
MIN-ON北九州
093（884）1833

髙橋真梨子コンサート2014
LOVE SONGS　紡ぎつづけて…。 21㈰ 17:30 全席指定 ￥8500 BEA

092（712）4221

池辺晋一郎指揮　N響団友オーケストラ演奏ーマイライフ　マイミュージックー
～もう、出会いましたか？あなたの人生を彩る素敵な音楽たちに～ 23㈫㈷ 14:00

SS席 ￥5500
  S席 ￥4500
 A席 ￥3500
 学生 ￥2800

北九州ソレイユホール
093（592）5405

※対象：小学生以上

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

文化庁メディア芸術祭　北九州特別企画　～越境するマンガとメディア～
文化庁メディア芸術祭の第１７回受賞作品を中心に展示 6㈯～28㈰ 無　料

北九州市漫画ミュージアム
093（512）5077

ニコラ・ド・クレシー展「京都手帳」
フランスのバンド・デシネ作家ニコラ・ド・クレシーの複製原画展を開催 6㈯～28㈰ 無　料

ＩＫＫＩ TO THE NEXT STAGE!!　北九州編
漫画の可能性を追及してきた雑誌「ＩＫＫＩ」の14年の軌跡を振り返るパネル展示 6㈯～28㈰ 無　料

北九州市漫画ミュージアム小倉
北 「小倉駅」徒歩2分　□休火曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□所小倉北区浅野2-14-5（あるあるCity5F6F）　□℡093（512）5077　□時11:00～19:00（入館は閉館の30分前まで）

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ホ
ー
ル

池端克章コンサート
福岡県を中心に活躍するシンガーソングライター池端克章氏のコンサート 6㈯ 18:30 一般 ￥3500 オフィス　ラファエロ

093（967）3852
北九州アミーラベリーダンスフェスティバル
ベリーダンスの発表会、海外ダンサーのショー 7㈰ 18:00 一般 ￥3000 アミーラベリーダンススタジオ

080（3957）5120【ASAMI】

混声合唱団「コール北九州」15周年記念コンサート 20㈯ 14:30 一般 ￥1000 混声合唱団「コール北九州」
093（881）8973

北九州市立男女共同参画センター・ムーブ 「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分　□休所内整理日（毎月最終木曜日及び年4回の第2木曜日）、年末年始　□Ｐ有料
□所小倉北区大手町11-4　□℡093（583）3939　□時9:30～21:30　 「西小倉駅」徒歩15分小倉

北
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9 月

※８月７日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

企
画
展
示
室

開館16周年記念特別企画展
伯爵夫人ミツコ 激動のヨーロッパに咲いた華 ――松本清張「暗い血の旋舞」　 障 8/1㈮～11/3㈪㈷

常設展示観覧料に含む
　大人 ￥500
中高生 ￥300
小学生 ￥200

松本清張記念館
093(582)2761

北九州市立松本清張記念館 「西小倉駅」徒歩5分　 「小倉城・松本清張記念館前」徒歩1分　□休年末
□所小倉北区城内2-3　□℡093（582）2761　□時9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）小倉

北

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

小倉織復元30周年　築城則子－縞の今－
小倉織の伝統を継承しつつ新たな可能性を探り続ける築城則子の個展　　　 障 9/27㈯～11/3㈪㈷

一般 ￥1000
高大生 ￥600
小中生 ￥400 北九州市立美術館分館

093（562）3215
アーティスト・トーク
講師：築城則子氏 27(土) 11:00～12:00

無　料

※別途入館料が必要

北九州市立美術館分館 「西小倉駅」徒歩5分、「小倉駅」徒歩10分　 「室町・リバーウォーク前」徒歩1分　□休年末年始　□Ｐ有料
□所小倉北区室町1-1-1リバーウォーク北九州5Ｆ　□℡093（562）3215　□時10:00～18:00（入館は閉館30分前まで）小倉

北

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

大
画
廊

毛筆細字　田村敬星　展
石川県指定無形文化財　九谷焼技術保持者　田村敬星氏の井筒屋初個展です。 3㈬～9㈫ 無　料

小倉井筒屋  大画廊
093(522)2521

日本画　洋画　版画展 10㈬～16㈫ 無　料

京焼　西村德泉・德哉　二人展
清水焼窯元として4代目となる西村德泉氏と、子息德哉氏による二人展です。 17㈬～23㈫㈷ 無　料

<四季の彩り>　第4回　谷口弘明　装飾画展
京友禅の技法と、京都・北山杉とのコラボレーション作品を紹介します。 24㈬～30㈫ 無　料

小
画
廊

轟　友宏’s Exhibition Happy Drive !
車をはじめとした「乗り物」を、独特のユーモアと洗練された感性で描いた作品を紹介します。 3㈬～9㈫ 無　料

小倉井筒屋  小画廊
093（522）2521

金丸悠児　カレンダー原画展
若手洋画家・金丸悠児氏の制作したカレンダーの原画を展示販売します。 10㈬～16㈫ 無　料

現代美術家　伊江隆人展　　珊瑚礁の島に詩う
平和・自然・愛をテーマに創作活動を続ける伊江隆人氏の作品展です。 17㈬～23㈫㈷ 無　料

第16回　芹沢幸子　絵画展　－垂直の異邦人－
画家がかつて暮らしたフランスの風景画作品を紹介します。 24㈬～30㈫ 無　料

小倉井筒屋 「小倉駅」徒歩7分　□休不定休
□所小倉北区船場町1-1　□℡093（522）3111㈹　□時10:00～19:00※各最終日は16:00に閉場小倉

北

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

多
目
的
ホ
ー
ル

水曜コンサート「シャンソンとピアノの奏べ」
歌：酒井 京子　ピアノ：湯田 美津子 3㈬ 14:00 無　料

水環境館
093（551）3011水曜コンサート「バイオリンとピアノの奏べ」

バイオリン：加来 洋子　ピアノ：湯田 美津子 17㈬ 14:00 無　料

「小倉駅」徒歩10分、「西小倉駅」徒歩10分　 「勝山橋」徒歩1分、「魚町」徒歩3分　□休年末年始
□所小倉北区船場町1-2　□℡093（551）3011　□時10:00～19:00水環境館小倉

北

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

展
示
コ
ー
ナ
ー

第41回　小倉南区年長者・障害(児)者作品展 2㈫～6㈯ 9:00～17:00
無　料 北九州市小倉南区社会福祉協議会

093(951)5388※2㈫は13:00から、6㈯は12:00まで

小倉南区制40周年記念
第40周年記念(平成26年度)小倉南区文化祭小倉南美術協会展
日本画(水墨画を含む)・洋画・書・写真・工芸

21㈰～
28㈰

9:00～
17:00

無　料 小倉南美術協会事務局
093(451)1543※28㈰は15:00まで

小倉南生涯学習センター （モノレール）「北方駅」徒歩12分　□休月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始
□所小倉南区若園5-1-5　□℡093（931）1286　□時9:00～22:00　 「小倉南区役所」徒歩1分、「企救中学校前」徒歩2分小倉

南

若松市民会館 「若松駅」徒歩1分　 「大橋通り」「若松駅」「若松市民会館前」徒歩2分　□休年末年始　□Ｐ 110台（共用）
□所若松区本町3-13-1　□℡093（771）8131　□時9:00～22:00若松

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

わかまつ九条の会　結成10周年記念集会
講師　中村 哲　　講演　アフガンの命の水 6㈯ 14:00 ￥1000 わかまつ九条の会

093(771)0124【玉井】※当日￥500増

うたごえ交流会　合唱発表 7㈰ 13:00 ￥1000
（前売・当日共)

北九州うたごえ連絡会
093(603)4070

若松区医師会　創立100周年記念　市民講演会
講師　鳥越 俊太郎　　市民を対象とした講演会 20㈯ 14:00 無　料 北九州市若松区医師会

093(761)5367
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※８月７日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

9 月

「スペースワールド駅」徒歩5分　 「いのちのたび博物館」徒歩3分　
□休月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始　□Ｐ大型30台、普通300台（有料）

□所八幡東区東田2-2-11　□℡093（663)5411　□時平日9:00～19:00、土日祝日17:00まで（入館は閉館30分前まで）
北九州イノベーションギャラリー（産業技術保存継承センター )八幡

東

会場 イベント 期　間 入　場　料 問合せ先

企
画
展
示

ギ
ャ
ラ
リ
ー

企画展「山川健次郎と藤田哲也～工学教育の先駆者と竜巻研究の開拓者」
地元にゆかりのある2人の偉人について、その知られざる遍歴や功績の数々を紹介します。　　 障 9/27㈯～10/19㈰

　一般 ￥300
高大生 ￥100
中学生以下無料

北九州イノベーションギャラリー
093(663)5411

※対象：小学生以上

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
科
学
館
前

広
場
別
館

第37回わくわくサイエンスキッズ2014
身近な科学やものづくりの楽しさを体験・ミニSL体験乗車もあります 14㈰ 10:00～

15:00 無　料

児童文化科学館
093(671)4566

大
集
会
室

サイエンスショー
「力学の法則の演示実験」 15㈪㈷ 14:30～15:20 無　料

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

屋
上

星の観望の夕べ
プラネタリウム観覧後、秋の星空を望遠鏡で観察します　 　 　 　 　 　 　 　 障 27㈯ 19:00～

20:30

 大人 ￥100
中高生 ￥70
小学生 ￥50

※中学生以下は保護者同伴
※先着150名、13㈯電話受付開始

「市立児童文化科学館前」徒歩5分　□休月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始
□所八幡東区桃園3-1-5　□℡093（671）4566　□時9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）北九州市立児童文化科学館八幡

東

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

子
ど
も

ホ
ー
ル

わらべの日　子ども救命救急教室
北九州市消防音楽隊の演奏・演技や子ども向けの救命救急教室 14㈰ 13:00～

15:00 無　料 北九州市立子どもの館
093（642）5555

「黒崎駅」徒歩1分　 「黒崎バスセンター」徒歩1分　□休9/1㈪、2㈫、17㈬
□所八幡西区黒崎3-15-3コムシティ7F　□℡093(642)5555　□時10:00～19:00北九州市立子どもの館八幡

西

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ギ
ャ
ラ
リ
ー

劇団FLYBY　第３回公演「ランデヴーランドリー」
14㈰ 15:00

　　一般 ￥500
ペア(一人) ￥400 旧百三十銀行ギャラリー

093(661)9130
15㈪㈷

11:00
14:00

鶴亀塾　第６回フリーマーケット 28㈰ 10:00～
16:00 無　料

北九州市立旧百三十銀行ギャラリー JR:「八幡駅」徒歩5分　□休年末年始
□所八幡東区西本町1-20-2　□℡093(661)9130　□時10:00～18:00八幡

東

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

夏の特別展「ＴＨＥ モンスター展～自然界の怪物たち～」
約５億年前から現在までのモンスター級巨大生物が、いのちのたび博物館に勢揃い！！

7/19㈯～
9/23㈫㈷ 9:00

　大人 ￥800
高大生 ￥500
小中生 ￥300

いのちのたび博物館
093（681）1011

※常設展は別途料金が必要
※常設展とのセット券・前売券あり

野外観察会　ジオ・ハイキング「ジオ・ハイキング　恐竜時代の大地を知る皿倉山探索」
恐竜時代に思いを馳せながら、ハイキングをして、皿倉山の成り立ちを学ぶ 23㈫㈷ 13:30

保険代 ￥50
※対象：小学生以上
※要申込(小学生は保護者の参加が必要)

歴史講演会　①「黒田官兵衛の城」 ②「西国の城館と戦国大名」
講師　①九州歴史資料館　岡寺 良氏　②いのちのたび博物館学芸員　中西 義昌氏 27㈯ 13:30

資料代 ￥700
※小学生以下は保護者の参加が必要
※会場：環境ミュージアム 多目的ホール

□休年末年始、6月下旬頃（約1週間）　□Ｐ大型30台、普通300台（有料）
「スペースワールド駅」徒歩5分　 「いのちのたび博物館」徒歩1分　
□所八幡東区東田2-4-1　□℡093（681）1011　□時9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）

北九州市立いのちのたび博物館（自然史・歴史博物館）八幡
東

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

ティート・ロサーダ　フラメンコ舞踊団
スペインから踊りも演奏もトップクラスの舞踊団が来日！ 28㈰ 15:00

S席 ￥5800
A席 ￥4800
B席 ￥3000

北九州労音
093(571)0227

美
術

展
示
室

東光会福岡支部洋画作品・公募展
油絵・水彩　約60点

22㈪～
28㈰

10:00～
17:00 無　料 東光会福岡支部

093(951)9980【佐藤】

八幡市民会館 「八幡駅」徒歩7分　 「八幡駅入口第一」徒歩5分　□休年末年始　□Ｐ 110台（共用）
□所八幡東区尾倉2-6-5　□℡093（671）6061　□時9:00～22:00八幡

東

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

こ
や
の
せ
座

シニア青春ネットワーク　落語まつり 27㈯ 14:00 ￥1000 シニア青春ネットワーク
090(8669)3436

ＲＯＰ（ろっぷ）フェス 28㈰ 14:00 ￥500 ＲＯＰミュージック
090(6770)0123

□休月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始
（筑豊電鉄）「木屋瀬駅」徒歩5分　 九州自動車道「八幡IC」、北九州都市高速「馬場山ランプ」約10分
□所八幡西区木屋瀬3-16-26　□℡093（619）1149　□時9:00～17:30　 「筑前植木駅」徒歩15分

北九州市立長崎街道木屋瀬宿記念館八幡
西
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9 月

※８月７日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

ギ
ャ
ラ
リ
ー

工芸逸品展 2㈫～7㈰ 無　料

093(643)5268

大端渓硯展
中国より直輸入した、「老坑水岩」と「坑仔岩」の二大名坑の硯を展示販売します。 9㈫～14㈰ 無　料

中村經子　/　十月工房　草木染手織紬と切継の帯と布展
草木染による着物や帯のほか、ショールなどの小物も展示販売します。 16㈫～21㈰ 無　料

有田焼陶祖　14代　李参平　作陶展
有田焼陶祖・李参平の直系子孫である金ヶ江三兵衛氏による作陶展です。 23㈫㈷～28㈰ 無　料

黒崎井筒屋 「黒崎駅」徒歩7分　□休不定休
□所八幡西区黒崎1-1-1　□℡093（643）5111㈹　□時10:00～19:00※各最終日は17:00に閉場八幡

西

北九州市立美術館 黒崎市民ギャラリー 「黒崎駅」徒歩1分　□休年末年始
□所八幡西区黒崎3-15-3コムシティ3F　□℡093（644）5206　□時9:00～19:00（入館は閉館30分前まで）※企画展により異なる八幡

西

会場 イベント 期　間 入　場　料 問合せ先

展
示
室
１

西川幸夫スケッチ淡彩「四季彩」教室　「わがまちしものせき101景」展
淡彩画 1㈪～6㈯ 無　料 西川幸夫スケッチ淡彩「四季彩」教室

090(1926)6738【大川】※6㈯は16:00まで

八幡西区年長者作品展
洋画、日本画、彫刻、工芸、書、写真 9㈫～13㈯ 無　料 八幡西区社会福祉協議会

093(642)5035【今村】※13㈯は12:00まで

UFO・ミステリーサークルパネル展・講演会 14㈰ 無　料 JRM福岡
080(5888)3137【宮原】※17:00まで

全日本写真連盟 写楽北九支部写真展　写真 15㈪㈷～21㈰ 無　料 全日本写真連盟 写楽北九支部
093(761)1147【益戸】※21㈰は15:00まで

はじめての水墨画　水墨画 22㈪～28㈰ 無　料 はじめての水墨画
093(582)5173【大田黒】※28㈰は17:00まで

展
示
室
２

第16回 絵画クラブ「きらく会」 作品展　洋画 8㈪～14㈰ 無　料 絵画クラブ｢きらく会｣　
093(651)3987【土橋】※14㈰は16:00まで

タヴォロッツェクラブ展　洋画 15㈪㈷～21㈰ 無　料 タヴォロッツェクラブ
093(381)7036【矢野】※21㈰は17:00まで

グループ創 絵画展　洋画 22㈪～28㈰ 無　料 グループ創
093(246)1378【吉田】※28㈰は17:00まで

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

Gospel choir Angelic Shout! 全員集合LIVE2014 14㈰ 18:00
　　　一般 ￥2000
高校生以下 ￥1000 全員集合LIVE2014実行委員会

080(3891)8545
※当日各￥500増

平成26年　高文連北九州地区音楽会 20㈯ 9:45 無　料 福岡県立八幡高等学校
093(651)0035

第15回高須中学校吹奏楽部定期演奏会 23㈫㈷ 14:00 無　料 北九州市立高須中学校
093(741)2310

吟詠道鶴洲流　第三回　心のしらべ“武士「もののふ」” 28㈰ 13:00 ￥1000 鶴洲流鶴洲吟詠会総本部
093(612)7813【河野】

中
ホ
ー
ル

Delicious　Four　結成10周年LIVE!! 21㈰ 14:00
￥3000 デリシャス　フォー

090(4349)8770※当日￥500増

JESNAヘアーコンテスト 22㈪ 12:00 無　料 BAGZY
093(245)6743

ダンスパーティー 23㈫㈷ 13:00 ￥990 ひまわり社交ダンス
093(617)0692【香月】

mpi　北九Pキッズ　発表会 27㈯ 11:00 無　料 GTSパートナー会
093(602)9075

黒崎ひびしんホール
（北九州市立黒崎文化ホール）

「黒崎駅」徒歩5分　 （筑豊電鉄）「黒崎駅」徒歩8分　 「熊手四ツ角」徒歩1分
北九州都市高速「黒崎IC」5分　□休年末年始

□所八幡西区岸の浦2-1-1　□℡093（621）4566　□時9:00～22:00八幡
西

「美術館口」徒歩10分、「七条」「美術館口」より無料シャトルバス運行　□休 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始　□Ｐ 180台
□所戸畑区西鞘ヶ谷町21-1　□℡093（882）7777　□時9:30～17:30（入館は閉館30分前まで）

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
企
画
展
示
室
・

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
室

開館40周年記念　丘の上のタカラ箱
コレクション形成の過程をたどりながら、40年間を振り返る　　　　　　障 7/19㈯～11/3㈪㈷

　一般 ￥600
高大生 ￥400
小中生 ￥200

北九州市立美術館本館
093(882)7777

本
館
講
堂

開館40周年記念　連続講演会Ⅳ
講師：磯崎新氏（建築家） 20㈯ 14:00～

15:00 無　料

館長講座｢芸術都市をめぐって」2　ドレスデン
講師：西村勇晴氏（北九州市立美術館館長） 21㈰ 14:00～

15:30 無　料

開館40周年記念　連続講演会Ⅴ
講師：高橋秀氏（美術家） 28㈰ 14:00～

15:00 無　料
本
館
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

ミュージアムコンサート
北九州小倉少年少女合唱団による合唱 7㈰ 11:00～

12:00 無　料

北九州市立美術館本館戸畑
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9 月

※８月７日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります

「戸畑駅」徒歩1分　 「戸畑駅」徒歩1分　□休年末年始
□所戸畑区汐井町1-6　□℡093（871）7200　□時9:00～22:00戸畑 戸畑市民会館（ウェルとばた内）

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

藤間流藤盛会北九州　藤盛会研修舞踊会　　　　　　　　　　障 7㈰ 11:30 ￥2000 北九州藤盛会
093(871)4283【藤間】

山中千尋ジャズピアノコンサート 13㈯ 16:00
￥4000 （公財）北九州市芸術文化振興財団

音楽事業課
093(562)3611

※対象:小学生以上
※当日￥500増

KŌGE音楽祭 21㈰ 9:30 無　料 髙下富美子歌謡塾
093(921)4652【髙下】

北九州市立大谷中学校吹奏楽部　第11回定期演奏会 27㈯ 16:30 無　料 北九州市立大谷中学校吹奏楽部
093(881)5767【皿本】

※開演時間は、変更される場合がありますので、詳細はお問い合わせください。

チアリーディング北九州DOLPHINS＆チアダンス北九州MICKEY公演会　障 28㈰ 14:00 ￥1000 福岡文化振興協会
090(5287)8254【後藤】

中
ホ
ー
ル

第4回東日本大震災復興支援チャリティーコンサート 7㈰ 14:30 　　 一般 ￥1000
高校生以下 ￥500

チャリティーコンサート実行委員会
090(5020)9179【松本】

第6回　3つの音色で奏でる木村りえ・木村りさピアノコンサート 13㈯ 13:30
一般 ￥2000
学生 ￥1000 Rie・Risa企画

090(3733)6095【木村】
※当日各￥500増

カラオケ発表会　若戸ミュージック歌の集い
楽しく聴いてください。 14㈰ 9:30 無　料 若戸ミュージック

093(701)2454【下川】

リトルコンサート 15㈪㈷ 13:00 無　料 ジュニア・アンサンブル
093(962)5320【松本】

ヴァイオリン独奏演奏会 23㈫㈷ 13:30 無　料 スズキ・メソード北九州
093(952)2372【小川】

平成26年度　戸畑区文化祭　琵琶で巡る歴史物語 27㈯ 13:00 無　料 ヨイトサ筑前琵琶の会
080(6445)2258【佐々木】

交
流

プ
ラ
ザ

ウェルカムコンサート
出演：藤松敦仁（ヴァイオリン）　上村貴子（キーボード）　岸本義輝（チェロ） 11㈭ 12:20 無　料 ウェルとばた総合案内

093(871)7200【筬島】

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

戸畑区　学童理科展
戸畑区の小学生　夏休みの理科作品展示 13㈯ 9:00～

17:00 無　料 北九州市立牧山小学校
093(881)3002【山田】

浅生水彩画クラブ　作品展
水彩画　約40点

25㈭～
30㈫

10:00～
17:30 無　料 浅生水彩画クラブ

093(661)1767【甲山】10/1㈬ 10:00～
15:00

戸畑生涯学習センター 「戸畑駅」徒歩3分　 「浅生市場前」徒歩1分　□休月曜日(祝日の場合は翌日休館)、年末年始
□所戸畑区中本町7-20　□℡093(882)4281　□時9:00～22:00戸畑

「美術館口」徒歩10分、「七条」「美術館口」より無料シャトルバス運行　□休 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始　□Ｐ 180台
□所戸畑区西鞘ヶ谷町21-1　□℡093（882）7777　□時9:30～17:30（入館は閉館30分前まで）

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

本
館

小
展
示
室

人と海のフォトコンテスト2014
第25回　マリナーズ・アイ展　写真 8/20㈬～9/21㈰ 無　料 北九州市立美術館本館

093(882)7777

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

第29回日本の海洋画展　洋画、日本画 2㈫～7㈰ 無　料 （一財）全日本海員福祉センター
03(3475)5391【飯田】

白亜会九州支部展　洋画 9㈫～15㈪㈷ 無　料 白亜会九州支部
093(581)3366【木本】

公募第15回全国水墨研究会合同展　水墨画 17㈬～21㈰ 無　料 全国水墨研究会
093(871)0220【岡村】

第19回新生起一般公募展　洋画、日本画、水彩画、水墨画、版画 23㈫㈷～28㈰ 無　料 新生起美術協会
093(771)1313【河野】

第5回日本風景写真協会選抜展「四季のいろ」　写真 9/30㈫～10/5㈰ 無　料 JNP日本風景写真協会
093(962)4048【土岐】

北九州市立美術館本館戸畑
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由
。入
場
料
、一
般
３
５
０
０
円
、会

員
３
０
０
０
円
、
高
校
生
以
下
２
５

０
０
円
（
当
日
各
５
０
０
円
増
）。

黒
崎
ひ
び
し
ん
ホ
ー
ル

０
９
３
（
６
２
１
）
４
５
６
６

■
２
０
１
４
響
シ
リ
ー
ズ
第
６
弾

親
子
で
楽
し
む
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン

サ
ー
ト

12
月
20
日
（
土
）
午
後
２
時
開
場
、

同
３
時
開
演
。
北
九
州
市
立
響
ホ
ー

ル
（
八
幡
東
区
平
野
）。
一
足
先
に

ク
リ
ス
マ
ス
気
分
に
な
れ
る
フ
ァ
ミ

リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
。
ハ
ー
プ
奏
者
の

毛
利
沙
織
と
、
ド
リ
ー
ム
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
の
魅
力
が
た
っ
ぷ
り
詰
ま
っ
た

「
く
る
み
割
り
人
形
」
と
、
素
敵
な

ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

全
席
自
由
。入
場
料
、お
と
な
１
０
０

０
円
、
こ
ど
も（
３
歳
〜
小
学
生
）５

０
０
円
（
当
日
各
５
０
０
円
増
）。

会
員
先
行
発
売
は
９
月
18
日
（
木
）

午
前
10
時
か
ら
。
一
般
発
売
は
同
25

日
（
木
）
午
前
10
時
か
ら
。

（
公
財
）
北
九
州
市
芸
術
文
化
振
興

財
団
音
楽
事
業
課

０
９
３
（
６
６
３
）
６
６
６
１

■
外
尾
悦
郎　

講
演
会

９
月
22
日
（
月
）
午
後
６
時
開
演
、

門
司
港
ホ
テ
ル
（
門
司
区
港
町
）。

■
林
芙
美
子
文
学
賞
作
品
募
集

こ
れ
ま
で
24
回
に
わ
た
っ
て
実
施
さ

れ
た
北
九
州
市
自
分
史
文
学
賞
を
発

展
・
継
承
さ
せ
林
芙
美
子
文
学
賞
を

創
設
。

〈
募
集
内
容
〉筆
者
オ
リ
ジ
ナ
ル
未
発

表
作
品
。
テ
ー
マ
お
よ
び
ジ
ャ
ン
ル

は
不
問
。
縦
書
き
４
０
０
字
詰
め
原

稿
用
紙
50
枚
以
内
、
日
本
語
で
書
か

れ
た
も
の
。
年
齢
、
性
別
、
職
業
、

国
籍
な
ど
は
不
問
。
募
集
要
項
は
文

学
館
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

〈
募
集
締
切
〉９
月
30
日
（
火
）
消
印

有
効
。〈
選
考
委
員
〉井
上
荒
野
、
角

田
光
代
、
川
上
未
映
子
。〈
賞
〉大
賞

１
編
・
賞
金
１
０
０
万
円
及
び
『
婦

人
公
論
』
に
作
品
掲
載
、
佳
作
数

編
・
賞
金
各
10
万
円
。

北
九
州
市
立
文
学
館
「
第
一
回
林
芙

美
子
文
学
賞
」
係

０
９
３
（
５
７
１
）
１
５
０
５

■
大
人
の
女
性
の
た
め
の
コ
ン
サ
ー

ト
Ｖ
Ｏ
ｌ
．Ⅰ　

SHA
N
TI

ラ
イ
ブ

10
月
25
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
開

場
、
同
７
時
開
演
。
黒
崎
ひ
び
し
ん

ホ
ー
ル
中
ホ
ー
ル
（
八
幡
西
区
岸
の

　

情
報
コ
ー
ナ
ー

浦
）。
今
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
大
人

の
女
性
の
た
め
の
コ
ン
サ
ー
ト
」
の

第
一
弾
。
ジ
ャ
ズ
ボ
ー
カ
リ
ス
ト

SH
A
N
T
I

が
黒
崎
に
初
登
場
。

ジ
ャ
ズ
は
も
ち
ろ
ん
、
ポ
ッ
プ
ス
や

ロ
ッ
ク
の
カ
バ
ー
も
ナ
チ
ュ
ラ
ル
で

ス
イ
ン
ギ
ー
＆
ブ
ル
ー
ジ
ー
に
表
現

で
き
る
の
も
彼
女
な
ら
で
は
の
魅

力
。
今
回
は
オ
ル
ガ
ン
ト
リ
オ
も
参

加
、Ham

m
ond B-3&

Leslie122

、

つ
ま
り
本
物
の
ハ
モ
ン
ド
オ
ル
ガ
ン

を
バ
ッ
ク
に
歌
い
ま
す
。
全
席
自

門
司
港
美
術
工
芸
研
究
所
の
特
別
講

師
で
あ
り
、
ス
ペ
イ
ン
・
バ
ル
セ
ロ

ナ
の
サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂

に
て
主
任
彫
刻
家
を
務
め
る
外
尾
悦

郎
氏
の
講
演
会
。
対
象
は
高
校
・
大

学
等
に
在
籍
し
て
い
る
学
生
。
定
員

は
１
０
０
名
。
参
加
費
、
無
料
。

電
話
に
て
要
申
込
。

門
司
港
美
術
工
芸
研
究
所

０
９
３
（
３
２
２
）
１
２
３
５

林芙美子　ヨーロッパから帰国後移転した、
下落合の和洋式の洋館にて（昭和７年頃）

8

き
に
根
ざ
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
で

す
。
作
曲
家
の
気
持
ち
、
そ
の
状
況

に
思
い
を
巡
ら
し
、
理
解
し
、
そ
れ

を
ど
の
よ
う
に
表
現
す
る
の
か
、
ど

の
よ
う
に
人
に
伝
え
る
の
か
。
そ
し

て
、
伝
え
る
時
に
は
、
必
ず
そ
の
曲

が
最
高
に
魅
力
的
に
輝
く
よ
う
、
努

力
す
る
。心
の
動
き
を
思
い
や
れ
ば
、

言
葉
に
し
な
く
て
も
雄
弁
に
語
る
事

が
で
き
る
の
が
、
音
楽
で
す
。
生
徒

達
に
は
、
ピ
ア
ノ
を
通
じ
て
「
心
の

機
微
」
を
感
じ
取
れ
る
人
に
な
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
が
盛
ん
に

な
っ
た
昨
今
、
日
本
人
の
こ
の
美
し

い
感
性
が
、
乏
し
く
な
っ
て
き
た
の

で
は
と
思
う
事
が
時
に
あ
り
ま
す
。

「
あ
っ
、
そ
れ
は
世
間
に
公
表
し
て

し
ま
っ
て
は
い
け
な
い
の
で
は
」
と

か
「
そ
れ
、
読
ん
だ
方
が
悲
し
い
思

い
し
な
い
か
し
ら
」
な
ん
て
心
配
し

た
り
し
て
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
、
人
々
の
喜

び
、
幸
せ
が
倍
増
す
る
世
界
で
あ
っ

て
ほ
し
い
で
す
。

　

さ
て
、音
楽
を
勉
強
し
て
い
る
と
、

人
の
感
情
を
多
面
的
に
見
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
音
楽
は
、
人
の
心
の
動

　

暗
黙
の
了
解
と
か
、
言
わ
ぬ
が
花

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
日
本

人
の
感
受
性
の
高
さ
を
表
し
て
い

て
、
素
敵
な
言
葉
だ
な
あ
と
思
い
ま

す
。
様
々
な
組
織
や
社
会
で
、
公
に

し
な
い
事
を
暗
黙
の
了
解
と
し
て
、

お
互
い
の
信
頼
関
係
の
上
で
ひ
そ
や

か
に
語
ら
れ
る
場
面
が
あ
り
ま
す

が
、
趣
き
の
あ
る
計
ら
い
で
す
ね
。

　

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

感
情
を
ピ
ア
ノ
に
乗
せ
て
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埋蔵文
化
財

hiroba 佐　藤　浩　司

遺跡からのメッセージ
（公財）北九州市芸術文化振興財団
埋蔵文化財調査室　調査係長

Kouji Satou

　

遺
跡
の
発
掘
調
査
で
は
、
あ
ら
か

じ
め
出
土
す
る
も
の
が
予
想
さ
れ
る

場
合
と
、
掘
っ
て
み
な
け
れ
ば
何
が

出
る
か
わ
か
ら
な
い
場
合
と
が
あ
り

ま
す
。

　

現
在
リ
バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
が
あ
る
付

近
は
、
そ
れ
が
出
来
る
前
は
小
倉
北

区
役
所
で
し
た
が
、
江
戸
時
代
は
小

倉
城
下
町
の
一
部
で
し
た
。
し
か
も

小
倉
城
天
守
閣
の
す
ぐ
近
く
で
、
Ｌ

字
型
に
曲
が
っ
た
お
堀
の
裏
な
の

で
、
堀
に
沿
う
道
か
広
い
武
家
屋
敷

の
一
部
に
当
た
る
わ
け
で
す
（
写
真

１
）。
皆
さ
ん
も
小
倉
城
下
町
を
描

い
た
こ
の
様
な
絵
図
を
一
度
は
目
に

し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

そ
ん
な
場
所
を
発
掘
す
れ
ば
、
十

中
八
九
、
江
戸
時
代
の
茶
碗
か
瓦
が

よ
ね
。
す
る
と
、
こ
れ
ら
は
小
倉
城

下
町
が
作
ら
れ
る
以
前
の
も
の
か
も

し
れ
な
い
、
と
い
う
推
測
が
で
き
る

わ
け
で
す
。
厳
密
に
遺
跡
の
土
層
堆

積
の
様
子
を
調
べ
る
と
、
江
戸
時
代

の
土
層
の
下
に
中ち
ゅ
う
せ
い世の

土
層
が
存
在

す
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
文
献
に
も
記
載
さ
れ
た
小こ

倉く
ら

鋳い

物も

師じ

の
生
産
拠き

ょ
て
ん点

の
一
部
が
こ
の
リ

バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
周
辺
に
あ
っ
た
と
い

う
発
見
に
つ
な
が
っ
た
の
で
す
。
こ

れ
は
ま
さ
に
予
測
し
て
い
な
か
っ
た

事
実
で
し
た
。
実
際
に
は
溶
解
炉
を

設
置
し
た
基
礎
部
分
、
炉ろ

壁へ
き

を
積
み

上
げ
た
井
戸
、
鋳
型
を
再
利
用
し
た

塀へ
い

区
画
な
ど
も
見
つ
か
り
、
北
九
州

人
が
誇
る
「
も
の
づ
く
り
職
人
」
の

活
動
の
様
子
が
生
き
生
き
と
よ
み
が

え
る
思
い
で
し
た
。

　

驚
き
は
こ
れ
だ
け
で
は
終
わ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
さ
ら
に
下
層
か

ら
は
、
砂
丘
上
に
営
ま
れ
た
弥
生
時

代
前
期
の
甕か
め
か
ん棺

や
箱は

こ
し
き
せ
っ
か
ん

式
石
棺
な
ど
の

お
墓
が
発
掘
さ
れ
た
の
で
す
。
二
千

三
百
年
も
前
の
お
墓
か
ら
は
、
当
時

の
権
力
者
し
か
持
ち
得
な
い
銅ど
う
け
ん剣

や

美
し
い
玉
類
が
副ふ
く
そ
う葬

さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

こ
の
地
に
は
、
私
た
ち
の
想
像
を

は
る
か
に
超
え
る
悠ゆ
う
き
ゅ
う久な

歴
史
が
秘

め
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。

多様な出土品
―読み解く歴史―

出
て
き
ま
す
。
し
か
も
こ
れ
ら
は
大

量
に
土
中
に
埋
ま
っ
て
い
る
場
合
が

多
く
、
こ
こ
に
は
江
戸
時
代
の
人
々

が
使
っ
た
生
活
用
品
が
眠
っ
て
い
る

の
だ
、
と
想
像
で
き
ま
す
。
す
る
と

他
に
も
色
々
な
材
質
で
出
来
た
道
具

な
ど
も
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
、

と
予
測
が
立
ち
ま
す
。
ガ
ラ
ス
製
の

瓶
や
簪
か
ん
ざ
し、

鉄
製
の
刀
や
包
丁
、
銅
製

の
手
鏡
や
キ
セ
ル
や
お
金
、
石せ
き

製
の

臼う
す

や
硯す

ず
り、

木
製
の
桶お

け

や
箱
な
ど
、
腐く

さ

ら
な
い
も
の
を
中
心
に
続
々
出
て
き

ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
中
に
見
慣
れ
な

い
、
壁か
べ
つ
ち土

の
よ
う
な
破
片
や
鉄
が
溶

け
て
冷
え
固
ま
っ
た
よ
う
な
ご
つ
ご

つ
し
た
物
体
が
大
量
に
見
つ
か
っ
た

の
で
す
。
こ
れ
は
な
ん
だ
ろ
う
？　

生
活
用
品
と
は
思
え
な
い
し
、
な
に

か
を
こ
の
あ
た
り
で
作
っ
て
い
た
の

か
な
？　

と
い
う
疑
問
が
湧わ

い
て
き

ま
す
。
よ
く
調
べ
て
み
た
ら
、
そ
れ

は
大
き
な
溶よ
う
か
い解

炉ろ

の
一
部
や
、
鉄
や

銅
が
溶
け
て
流
れ
出
た
カ
ス
（
ス

ラ
ッ
グ
）
だ
っ
た
の
で
す
。

　

他
に
も
溶
解
炉
に
風
を
送
る
フ
イ

ゴ
の
羽は

口ぐ
ち

、
溶
け
た
金
属
を
入
れ
る

ル
ツ
ボ
、
金
属
を
流
し
込
ん
で
作
る

鍋
や
ス
コ
ッ
プ
の
鋳
型
な
ど
も
見
つ

か
っ
た
た
め
、
そ
の
場
所
が
か
つ
て

銅
製
品
や
鉄
製
品
を
作
る
た
め
の
工

場
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
判
明
し

た
の
で
す
（
写
真
２
）。

　

ま
さ
か
、
武
家
屋
敷
の
一
角
で
こ

ん
な
作
業
を
し
て
い
た
ら
、
そ
れ
こ

そ
公
害
で
大
変
な
こ
と
に
な
り
ま
す

【
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
次
回
掲
載
予
定
は
11
月
号
で
す
】

写真１　江戸時代の絵図とリバーウォークの位置（桃色部分）

写真２　リバーウォークの地下で見つかった鋳造関連の遺物
　　　　（手前：ルツボや炉壁　奥：鍋とスコップの鋳型）

〈埋蔵文化財の展示案内〉
・北九州市立埋蔵文化財センター（小倉北区金田1の1の3　093（582）0941）
北九州市を掘る（78）　埋蔵文化財速報展『竪穴住居のくらし―上徳力遺跡第26地点の調査―』
古墳時代の竪穴住居の台所から出土した土師器や須恵器60点を展示　常設展もあり。
【開催期間】８月26日（火）～12月21日（日）
【開館時間】午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）※毎週月曜日（休日の場合はその翌日）休館
【入館料】無料

・黒崎歴史ふれあい館（八幡西区黒崎3の15の3黒崎駅横コムシティ１F）
常設展開催中
常設展『城下町から宿場町へ～出土品が語る黒崎の歴史と文化～』、『シュガーロード・発掘物語』
【開館時間】午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）※年中無休
【入館料】無料
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越
境
す
る
漫
画
と
メ
デ
ィ
ア
の
現
在
形

北
九
州
国
際
漫
画
フ
ェ
ス
タ

漫画
hiroba柴　田　沙　良

北九州市漫画ミュージアム　学芸員
漫画と北九州

Sara Shibata

　

北
九
州
市
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で

は
、「
北
九
州
国
際
漫
画
フ
ェ
ス
タ
」

と
題
し
て
、
国
際
的
な
広
が
り
を
見

せ
る
漫
画
や
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
世

界
を
広
く
紹
介
す
る
展
示
を
行
い
ま

す
。
①
国
内
だ
け
で
な
く
海
外
に
も

広
が
り
を
見
せ
る
第
17
回
文
化
庁
メ

デ
ィ
ア
芸
術
祭
受
賞
作
品
の
巡
回
展

示
。
②
フ
ラ
ン
ス
人
作
家
・
ニ
コ
ラ
・

ド
・
ク
レ
シ
ー
の
複
製
原
画
展
示
。

③
漫
画
雑
誌
「I
イ
ッ
キ

K
K
I

」
の
紹
介
の

３
部
構
成
で
す
。

　

始
め
の
１
部
で
は
、
漫
画
表
現
の

可
能
性
を
追
求
し
て
き
た
漫
画
雑
誌

「IK
K
I

」
14
年
の
軌
跡
を
た
ど
り
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
残
念
な
が
ら
こ
の

９
月
で
休
刊
と
な
る
雑
誌
が
行
っ
て

き
た
、
ユ
ニ
ー
ク
な
試
み
を
展
示
や

イ
ベ
ン
ト
で
振
り
返
り
ま
す
。

　

も
う
１
部
で
は
、
バ
ン
ド
・
デ
シ

ネ
の
世
界
で
高
い
評
価
を
得
て
い
る

作
家
の
一
人
・
ニ
コ
ラ
・
ド
・
ク
レ

シ
ー
の
、『C

arnets de K
yoto

（「
京
都
手
帳
」）』
か
ら
作
品
を
紹
介

し
ま
す
。
バ
ン
ド
・
デ
シ
ネ
は
主
に

フ
ラ
ン
ス
語
圏
の
漫
画
で
、
オ
ー
ル

カ
ラ
ー
で
描
か
れ
る
作
品
が
多
い
の

が
特
徴
で
す
。
ク
レ
シ
ー
は
１
９
６

６
年
、
フ
ラ
ン
ス
の
リ
ヨ
ン
に
生
ま

れ
、
ア
ン
グ
レ
ー
ム
の
美
術
学
校
を

卒
業
。
91
年
『
フ
ォ
リ
ガ
ッ
ト
』
で

本
格
的
に
Ｂ
Ｄ
作
家
と
し
て
デ

ビ
ュ
ー
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
発
表

さ
れ
た
作
品
は
『
氷
河
期
』『
天
空

の
ビ
バ
ン
ド
ム
』、『
サ
ル
ヴ
ァ
ト
ー

ル
』『
レ
オ
ン
・
ラ
・
カ
ム
』
な
ど
で
、

日
本
で
も
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
彼

は
２
０
０
８
年
、
京
都
市
山
科
区
に

あ
る
「
ヴ
ィ
ラ
九
条
山
」
に
招
し
ょ
う
へ
い聘

ア

※

ー

テ
ィ
ス
ト
と
し
て
滞
在
し
、
日
本
で

の
滞
在
記
を
『
京
都
手
帳
』
と
し
て

表
し
ま
し
た
。日
本
の
風
景
の
中
に
、

鬼
が
現
れ
た
り
、
妖
怪
の
よ
う
な
存

在
が
描
き
込
ま
れ
た
り
な
ど
、
面
白

い
イ
メ
ー
ジ
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
フ
ェ
ス
タ
で
こ
の
フ
ラ
ン
ス

人
作
家
の
素
晴
ら
し
い
世
界
に
触
れ

て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
日
本
に

も
バ
ン
ド
・
デ
シ
ネ
に
魅
入
ら
れ
た

Information
北九州国際漫画フェスタ
【開催期間】
2014年９月６日（土）～９月28日（日）
【会場】
北九州市漫画ミュージアム企画展示室
（あるあるCity５階）
【開館時間】
午前11時～午後７時（入館は午後６時30分まで）
【休館日】
火曜日（９月23日は開館、９月24日は振替休館）
【入館料】
企画展については無料です
（６階常設展示には別途入館料が必要）

作
家
は
多
く
、
メ
デ
ィ
ア
芸
術
祭
の

マ
ン
ガ
部
門
大
賞
を
受
賞
し
た
荒
木

飛
呂
彦
も
そ
の
一
人
で
す
。

　

文
化
庁
メ
デ
ィ
ア
芸
術
祭
は
、
国

内
外
の
優
れ
た
メ
デ
ィ
ア
芸
術
作
品

を
顕
彰
す
る
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

す
。
受
賞
作
品
展
は
国
立
新
美
術
館

で
実
施
さ
れ
、
受
賞
作
品
は
、
文
化

庁
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
通
じ
て
国

内
外
で
広
く
紹
介
さ
れ
ま
す
。
荒
木

の
『
ジ
ョ
ジ
ョ
リ
オ
ン
―
ジ
ョ
ジ
ョ

の
奇
妙
な
冒
険 Part8

―
』・
雲
田

は
る
こ
の
『
昭
和
元
禄
落
語
心
中
』

の
原
画
お
よ
び
複
製
原
画
や
、
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
部
門
の
受
賞
作
品
を
上

映
す
る
ほ
か
、
国
や
メ
デ
ィ
ア
の
境

界
を
越
え
て
広
が
る
メ
デ
ィ
ア
芸
術

の
現
状
に
焦
点
を
当
て
ま
す
。

　

北
九
州
国
際
漫
画
フ
ェ
ス
タ
で
、

国
内
外
の
作
家
・
作
品
か
ら
、
地
域

的
な
境
を
越
え
る
、
多
様
な
表
現
の

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き
を
感
じ
取
っ

て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

『Carnets de Kyoto』より
 ©Nicolas de Crecy et Editions du Chene` ^

「IKKI」2014 年９月号（小学館）

国立新美術館（東京都）での第 17回受賞作品展の様子（2014 年）

※　

礼
を
尽
く
し
、
人
を
招
く
事
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美術
hiroba 花　田　伸　一

北九州アートめぐり
キュレーター

Shinichi Hanada

自
然
と
ア
ー
ト
と
藝
術
と

た
字
で
す
。
つ
ま
り
人
間
が
自
然
に

対
し
て
何
ら
か
の
働
き
か
け
を
行
う

様
子
か
ら
字
が
生
ま
れ
た
わ
け
で

す
。
こ
こ
で
は
人
間
と
自
然
と
が
対

比
さ
れ
る
と
い
う
よ
り
も
、
人
間
が

自
然
の
力
に
寄
り
添
い
な
が
ら
何
ら

か
の
生
産
的
な
営
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

ち
な
み
に
「
芸
」
は
訓
読
み
を

「
く
さ
ぎ
る
」
と
読
み
、「
草
を
刈

る
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
で
は
植
物
を
植
え
る
と
い
う
意
味

の
「
藝
」
と
は
反
対
の
意
味
に
な
っ

て
し
ま
う
の
で
、
美
術
関
係
の
団
体

の
中
で
は
今
で
も
「
芸
」
で
は
な
く

「
藝
」
の
字
を
用
い
る
と
こ
ろ
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
ア
ー
ト
」
と
「
藝
術
」。
こ
れ
ら

の
語
の
成
り
立
ち
を
「
自
然
」
を
介

し
つ
つ
改
め
て
振
り
返
っ
て
み
る

と
、
私
た
ち
の
住
む
日
本
の
大
地
の

風
土
か
ら
立
ち
上
が
っ
て
く
る
新
た

な
「
藝
術
」
観
が
生
ま
れ
て
く
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

の
は
「
ネ
イ
チ
ャ
ー
」、
つ
ま
り

「
自
然
」
で
す
。
こ
こ
で
い
う
ア
ー

ト
と
は
「
芸
術
」
と
い
う
意
味
で
あ

る
前
に
、「
人
間
が
自
然
に
手
を
加

え
た
も
の
」「
人
間
に
よ
っ
て
生
み

出
さ
れ
た
モ
ノ
・
コ
ト
」「
人
間
に

よ
る
技
」
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
ネ
イ
チ
ャ
ー
と

は
空
、
海
、
山
な
ど
を
思
い
浮
か
べ

る
よ
り
も
前
に
、「
神
さ
ま
に
よ
っ

て
創
造
さ
れ
た
も
の
」
と
い
う
意
味

で
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
い
う
ま
で

も
な
く
こ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
の
世
界

観
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。「
神
が
創

造
し
た
も
の
」
で
あ
る
ネ
イ
チ
ャ
ー

に
対
し
て
、「
人
間
が
生
み
出
し
た

も
の
」
で
あ
る
ア
ー
ト
と
対
比
し
て

考
え
る
と
い
う
世
界
観
が
そ
の
背
後

に
あ
る
わ
け
で
す
。

　

さ
て
東
洋
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

ア
ー
ト
の
訳
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る

日
本
語
は
「
芸
術
」
で
す
。
今
で
は

「
芸
術
」
と
書
く
こ
の
語
に
は
、
も

と
も
と
「
藝
術
」
と
い
う
漢
字
が
用

い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
「
藝
」

と
い
う
漢
字
は
「
植
物
に
手
を
添
え

て
土
に
植
え
る
」
様
子
か
ら
生
ま
れ

　

黄
金
の
稲
穂
が
風
に
た
な
び
く
里

山
の
風
景
を
見
て
「
あ
あ
、
芸
術
的

だ
」
と
感
動
す
る
人
は
少
な
く
な
い

で
し
ょ
う
。
９
月
は
稲
刈
り
の
季

節
。
収
穫
の
時
期
を
控
え
、
今
月
は

自
然
と
ア
ー
ト
の
関
係
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

先
に
西
洋
に
お
け
る
考
え
方
か

ら
。
皆
さ
ん
は
ア
ー
ト
の
対
義
語
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？　

日
本
人
で
し

た
ら
普
段
ア
ー
ト
の
対
義
語
な
ど
考

え
た
事
も
な
い
と
思
い
ま
す
。
実
は

西
洋
で
ア
ー
ト
の
対
義
語
に
あ
た
る



4

『わたしの玉碗記』（1977年12月、読売新聞社「The ガラス」）

描
い
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
正
倉
院

蔵
の
白
瑠
璃
碗
と
伝
安
閑
天
皇
陵
出

土
の
玉
碗
は
〈
ペ
ル
シ
ャ
・
サ
サ
ン

朝
の
こ
ろ
に
つ
く
ら
れ
、
パ
ミ
ー
ル

の
高た
か

嶺ね

を
越
え
、
流
沙※

３

を
横
切
っ
て

長
安
に
も
た
ら
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
れ

が
は
る
ば
る
日
本
に
来
た
〉※
４な

ど
と
、

東
西
文
化
交
渉
へ
の
関
心
と
考
察
を

加
え
て
い
る
。

　

同
じ
テ
ー
マ
の
作
品
を
３
篇
も
書

き
残
し
た
の
は
そ
の
関
心
の
強
さ
を

物
語
っ
て
い
よ
う
。
事
実
、
そ
の
興

味
の
強
さ
は
長
く
継
続
し
、
清
張
は

こ
の
後
生
涯
を
か
け
て
『
火
の
路
』

『
眩
人
』『
正
倉
院
へ
の
道
』な
ど「
東

西
文
化
交
流
」
の
探
究
を
続
け
る
こ

と
に
な
る
わ
け
だ
が
、
清
張
に
と
っ

て
「
瑠
璃
碗
」
は
そ
の
象
徴
で
あ
り

原
点
で
も
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
最
後
の
エ
ッ
セ
イ
の

タ
イ
ト
ル
に
は
、《
わ
た
し
の
》
と

い
う
限
定
が
付
い
て
い
る
。
と
い
う

こ
と
は
、
ほ
か
の
人
の
「
玉
碗
記
」

が
存
在
し
て
い
て
、
そ
の
作
品
を
意

識
し
つ
つ
そ
れ
と
は
違
う
《
わ
た
し

の
》「
玉
碗
記
」
を
書
く
の
だ
と
い

う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に

読
め
る
。
実
際
、
別
作
家
の
「
玉
碗

記
」
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
井
上

靖
著『
玉
碗
記
』―
―
51
年
８
月
、「
文

藝
春
秋
」
に
掲
載
さ
れ
た
小
説
で
あ

る
。
ペ
ル
シ
ャ
か
ら
中
国
、
朝
鮮
を

経
て
日
本
に
来
た
と
思
わ
れ
る
、
正

倉
院
の
白
瑠
璃
碗
と
伝
安
閑
陵
出
土

の
玉
碗
が
、
千
余
年
の
歳
月
を
中
に

は
さ
ん
で
現
代
に
再
会
す
る
、
そ
の

瞬
間
に
主
人
公
は
冷
た
い
薄
紅
い
輝

き
と
溢
れ
る
水
の
音
を
聞
く
、
そ
ん

な
詩
的
な
小
説
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
井
上
靖
は
同
じ
頃
、
西

域
か
ら
日
本
に
伝
わ
っ
た
文
物
を
取

り
上
げ
た
『
漆し
っ
こ
そ
ん

胡
樽
』（
50
年
４
月
、

「
新
潮
」）
や
、
在ざ
い

唐と
う

30
年
の
後の

ち

に
帰

国
し
た
遣
唐
留
学
僧
、
行ぎ
ょ
う
が賀

が
、
己

の
心
を
充
た
し
た
〈
空
漠
と
し
た
感

慨
〉
に
涙
す
る
と
い
う
『
僧
行
賀
の

涙
』（
54
年
３
月
、「
中
央
公
論
」）

な
ど
、
西
域
も
の
の
初
期
作
品
を
発

表
し
て
い
た
。

　

実
は
す
で
に
、
清
張
の
『
瑠
璃
碗

記
』
の
中
に
、〈
院
蔵
の
白
瑠
璃
碗

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
モ
チ
ー
フ
と

し
て
井
上
靖
氏
に
「
玉
碗
記
」
と
い

う
初
期
の
佳
作
が
あ
る
〉
と
い
う
一

文
が
あ
り
、
早
い
時
期
か
ら
井
上
の

『
玉
碗
記
』
を
読
み
知
っ
て
い
た
こ

と
が
分
か
る
。
清
張
は
戦
前
か
ら
敬

愛
す
る
菊
池
寛
創
刊
の「
文
藝
春
秋
」

を
読
ん
で
い
た
の
で
、
井
上
の
『
玉

碗
記
』
を
発
表
と
同
時
に
読
ん
だ
可

能
性
は
か
な
り
高
い
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
い
え
ば
、
戦
前
か
ら
考
古
学

に
興
味
を
も
っ
て
い
た
清
張
は
、
こ

の
井
上
の
『
玉
碗
記
』
や
『
漆
胡
樽
』

を
読
ん
で
、
考
古
学
遺
物
と
し
て
の

古
代
カ
ッ
ト
ガ
ラ
ス
を
通
し
て
「
西

域
」
伝
来
の
文
物
、そ
し
て
「
西
域
」

と
中
国
・
日
本
な
ど
東
ア
ジ
ア
と
の

間
の
歴
史
的
交
流
そ
の
も
の
へ
と
、

興
味
と
探
究
の
目
を
向
け
て
い
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。

　

ま
た
井
上
の
『
僧
行
賀
の
涙
』
も

読
ん
で
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
主
人

公
は
遣
唐
留
学
僧
で
、
そ
の
仲
間
に

〈
西
域
を
経
て
天
竺
に
行
く
計
画
〉

を
立
て
、
同
行
・
案
内
を
す
る
胡こ

人じ
ん

を
胡こ

し
ょ
う商

の
町
で
狂
っ
た
よ
う
に
探
し

回
る
僧
が
い
る
。
こ
れ
は
、
想
像
を

た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、
の
ち
に
清
張

が
書
く
遣
唐
留
学
僧
、
玄
昉
の
物
語

『
眩げ
ん
じ
ん人

』
に
ま
で
繋
が
っ
て
い
る
と

も
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
片
や

小
説
で
、
片
や
エ
ッ
セ
イ
と
形
式
は

違
い
、
内
容
も
異
な
る
が
、
清
張
の

記
憶
の
片
隅
に
は
井
上
の『
玉
碗
記
』

が
消
え
ず
に
あ
っ
て
、
ふ
と
思
い
出

し
て
、『
わ
た
し
の
玉
碗
記
』
を
書

い
た
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

二
つ
の
「
玉ぎ
ょ
く
わ
ん碗記
」

 

―
―
松
本
清
張
と
井
上
靖（
１
）

　
「
玉
碗
」
と
は
、
古
代
の
ガ
ラ
ス

碗
で
あ
る
。「
瑠る

璃り

碗
」
と
も
い
う
。

「
玉
」
と
は
本
来
、
古
代
中
国
で
最

高
位
の
印
材
と
あ
が
め
ら
れ
た
ヒ
ス

イ
等
の
貴
石
の
こ
と
で
あ
る
が
、
貴

重
な
瑠
璃
（
ガ
ラ
ス
）
も
そ
れ
に
た

と
え
ら
れ
た
。
正
倉
院
蔵
の
白
瑠
璃

碗
と
、
伝
安
閑
天
皇
陵※
１

出
土
の
玉
碗

は
有
名
で
あ
る
。
清
張
も
瑠
璃
碗
を

い
く
つ
か
所
蔵
し
て
い
て
、
そ
の
一

つ
が
正
倉
院
の
白
瑠
璃
碗
と
よ
く
似

て
い
た
。
所
蔵
の
ガ
ラ
ス
碗
を
題
材

に
松
本
清
張
が
三
篇
も
エ
ッ
セ
イ
を

書
い
て
い
る
事
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
『
瑠
璃
碗
記
』（
１
９
６
６
年
７
月
、

　
「
太
陽
」）

　
『
ク
レ
オ
ソ
ー
ト
と
玉
碗
』（
77
年

　

１
月
６
日
、「
週
刊
文
春
」）

　
『
わ
た
し
の
玉
碗
記
』（
77
年
12
月
、

　
「T

he 

ガ
ラ
ス
」）

　

65
年
４
月
29
日
、
前
日
に
食
べ
た

ギ
リ
シ
ャ
料
理
が
合
わ
な
か
っ
た
の

か
、
下
痢
に
苦
し
め
ら
れ
た
テ
ヘ
ラ

ン
で
の
こ
と
で
あ
る
。
日
本
代
理
大

使
に
連
れ
て
行
か
れ
た
骨
董
屋
〝
ア

ジ
バ
バ
〞
で
、〈
石
の
よ
う
だ
が
、

紛ま
が

う
こ
と
な
き
写
真
で
見
る
正
倉
院

蔵
の
白
瑠
璃
碗
と
同
じ
〉※
２

カ
ッ
ト
ガ

ラ
ス
を
、
大
使
と
競
り
合
う
よ
う
に

し
て
百
㌦
で
買
っ
た
と
そ
の
様
子
を

北九州市立松本清張記念館
北九州市小倉北区城内2番3号
093(582)2761
【常設展観覧料】
一般　500円　中高生　300円
小学生　200円
【開館時間】
午前9時30分～午後6時
（入館は午後5時30分まで）

Information

※
１　

古
市
高
屋
丘
陵

※
２　
『
ク
レ
オ
ソ
ー
ト
と
玉
碗
』77
年
１
月
６
日
、「
週

刊
文
春
」。

※
３　

砂
漠
の
事
。
特
に
、中
国
西
北
の
砂
漠
を
指
す
。

※
４　
『
瑠
璃
碗
記
』
66
年
７
月
、「
太
陽
」。

文芸
hiroba 中　川　里　志

北九州市立松本清張記念館　学芸担当主任
Satoshi Nakagawa

清張アラカルト
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演劇
hiroba おおつか えみこ

演劇の街は、いま
大塚恵美子演劇事務所　代表

Emiko Otsuka

「まなびとＥＳＤステーション」でのリーディング公演の様子（大猫座）

「北九州市立大学演劇研究会」『藍色の森』チラシ

　

恥
ず
か
し
な
が
ら
告
白
す
る
と
、

Ｅ
Ｓ
Ｄ
と
い
う
言
葉
を
ご
く
最
近

知
っ
た
。
Ｅ
Ｓ
Ｄ
と
は
、「
持
続
可

能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
」

（Education for Sustainable 
D
evelopm

ent

）
の
略
称
だ
。

　

現
在
主
導
機
関
と
な
っ
て
い
る
ユ

ネ
ス
コ
（
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化

機
関
）
に
よ
る
と
Ｅ
Ｓ
Ｄ
と
は
、
環

境
、
貧
困
、
人
権
、
平
和
、
開
発
と

い
っ
た
幅
広
い
社
会
問
題
に
関
し
て
、

「
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
自
ら
の
問
題

と
し
て
捉
え
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら

取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ら
の

課
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
新
た
な
価

値
観
や
行
動
を
生
み
出
す
こ
と
。
そ

し
て
、
そ
れ
に
よ
り
持
続
可
能
な
社

会
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
す

学
習
や
活
動
の
こ
と
」
な
の
だ
そ
う

だ
。

　

実
は
、
我
々
と
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
関
わ
り

は
深
い
。
日
本
は
、
２
０
０
２
年

「
持
続
可
能
な
開
発
に
関
す
る
世
界

首
脳
会
議
」
で
『
国
連
持
続
可
能
な

開
発
の
た
め
の
教
育
の
10
年
』
を
提

案
。
同
年
の
国
連
総
会
で
２
０
０
５

年
か
ら
２
０
１
４
年
ま
で
の
10
年
間

を
『
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
10
年
』
と
す
る
こ
と

が
採
択
さ
れ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、

全
国
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
き
た
。

　

北
九
州
市
小
倉
北
区
の
魚
町
銀
天

街
内
に
あ
る
「
ま
な
び
と
Ｅ
Ｓ
Ｄ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
―
ま
ち
な
か
Ｅ
Ｓ
Ｄ
セ

ン
タ
ー
」
で
展
開
さ
れ
て
い
る
『
北

九
州
ま
な
び
と
キ
ャ
ン
パ
ス
』
も
そ

う
い
っ
た
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
だ
。

か
つ
て
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
だ
っ
た
地

下
の
空
き
店
舗
を
改
装
し
た
、
真
っ

白
な
、
お
洒
落
な
空
間
。
北
九
州
市

内
の
10
の
大
学
が
共
同
し
て
、
大
学

生
が
街
の
人
々
と
つ
な
が
り
な
が
ら

「
持
続
可
能
な
発
展
」
を
考
え
、
実

現
す
る
た
め
の
活
動
を
考
え
、
学
ぶ

事
が
で
き
る
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

　

縁
あ
っ
て
、
私
の
劇
団
「
大
猫

座
」
が
、
昨
年
度
の
「
北
九
州
演
劇

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
参
加
の
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
公
演
会
場
と
し
て
こ
の
場

所
を
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
演

劇
公
演
会
場
と
し
て
使
用
す
る
の
は

「
大
猫
座
」
が
初
め
て
だ
っ
た
の
だ

が
、
小
劇
場
と
も
、
カ
フ
ェ
な
ど
の

飲
食
店
と
も
違
う
雰
囲
気
を
持
っ
た

空
間
で
、
実
に
面
白
か
っ
た
。

　

そ
し
て
、
今
年
７
月
、
再
び
演
劇

公
演
が
行
わ
れ
た
。「
北
九
州
市
立

大
学
演
劇
研
究
会
」
の
夏
公
演
『
藍

色
の
森
』（
作
：
前
田
芽
衣
子
／
演

出
：
野
田
春
香
／
７
月
19
日
・
20

日
）
だ
。
学
内
よ
り
も
ず
っ
と
地
域

に
近
い
場
所
で
の
公
演
は
、
大
学
生

に
と
っ
て
も
意
味
の
あ
る
事
だ
と
思

う
。
ま
た
、
工
夫
次
第
で
さ
ま
ざ
ま

に
表
情
を
変
え
る
空
間
だ
け
に
、
今

後
、
演
劇
公
演
に
適
し
た
場
所
と
し

て
認
知
さ
れ
れ
ば
、
面
白
い
事
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。
今
後
の
動
き
に

注
目
し
た
い
。

　
「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
」
に
含
ま
れ
る
「
持
続

可
能
な
」
と
い
う
単
語
は
、
き
っ
と
、

演
劇
、
特
に
地
方
の
演
劇
界
に
と
っ

て
も
重
要
な
要
素
だ
。
こ
こ
数
年
、

北
九
州
市
で
は
、
本
当
に
久
し
ぶ
り

に
新
し
い
劇
団
が
多
く
誕
生
し
、
若

い
演
劇
人
が
活
発
に
活
動
を
行
っ
て

い
る
。
７
月
に
は
、
ま
た
新
た
な
劇

団
が
誕
生
し
た
。
劇
団
「
空
中
列

車
」
だ
。
旗
揚
げ
公
演
『
夢
か
と

思
っ
た
』（
カ
フ
ェ
「engel

」
／

７
月
26
日
・
27
日
）
を
引
っ
提
げ
て

登
場
し
た
彼
ら
は
、
北
九
州
演
劇

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
上
演
さ
れ
た

『
モ
ノ
レ
ー
ル
公
演
「D

A
N
C
E

／

燈
」』
に
出
演
し
た
メ
ン
バ
ー
だ
と

い
う
。

　

そ
ん
な
若
い
劇
団
を
見
な
が
ら
、

い
つ
も
思
う
事
は
、「
北
九
州
市
で

ず
っ
と
演
劇
活
動
を
続
け
て
い
っ
て

ほ
し
い
」
と
い
う
事
だ
。
一
過
性
の

お
祭
り
騒
ぎ
的
イ
ベ
ン
ト
で
は
な
く
、

こ
の
街
で
作
品
を
発
表
す
る
事
を
楽

し
ん
で
、
意
味
を
、
意
義
を
見
つ
け

て
、
長
く
続
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
と

思
う
の
だ
。

　

も
ち
ろ
ん
、「
持
続
可
能
な
演
劇

環
境
」
の
基
盤
を
整
え
る
努
力
も
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
し

て
、
そ
れ
は
、
私
達
、
先
輩
演
劇
人

の
役
目
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
持
続
可
能
な
演
劇
環
境
」
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言
葉
遊
び
の
面
白
さ
を

ダ
ン
ス
で
更
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に

　

演
出
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ

ム
ズ
紙
で
も
絶
賛
さ
れ
た
学
ラ
ン
姿

で
踊
る
ダ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
・
コ
ン

ド
ル
ズ
主
宰
の
近
藤
良
平
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ

連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
て
っ
ぱ
ん
」
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
振
付
出
演
や
、
13
年

東
京
国
体
の
式
典
演
技
総
演
出
な
ど

を
手
掛
け
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
ま

す
。
カ
ン
パ
ニ
ー
公
演
に
お
い
て

も
、
卓
越
し
た
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
や
体
の
動
き
で
笑
い
を
誘
う
コ

ン
ト
な
ど
、
遊
び
心
に
満
ち
た
舞
台

を
展
開
し
て
い
る
近
藤
が
、
前
回
初

の
演
劇
作
品
と
し
て
手
掛
け
た
事
で

も
注
目
さ
れ
た
本
作
。
別
役
戯
曲
の

中
に
潜
む
「
喜
劇
性
」
を
独
自
の
コ

ミ
カ
ル
な
振
付
に
よ
っ
て
表
現
し
、

視
覚
的
に
も
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま

す
。
ま
た
九
州
を
代
表
す
る
役
者
陣

に
加
え
、
ダ
ン
サ
ー
と
し
て
、
近
藤

　
「
北
九
州
芸
術
劇
場
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
」
と
銘
打
っ
た
こ
の
公
演
は
、
演

出
家
が
北
九
州
に
滞
在
し
地
元
の
役

者
陣
、
そ
し
て
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
作

品
を
創
作
。
創
ら
れ
た
作
品
は
東
京

で
も
上
演
し
、
も
の
づ
く
り
の
街
・

北
九
州
の
名
を
演
劇
の
分
野
か
ら
も

全
国
へ
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　
「《
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
の
》
帽

子
屋
さ
ん
の
お
茶
の
会
」
は
、
不
条

理
劇
あ
る
い
は
ナ
ン
セ
ン
ス※
１

喜
劇
で

知
ら
れ
る
別べ
つ
や
く役

実み
の
るが

、
故
岸
田
今
日

子
か
ら
の
誘
い
で「
演
劇
集
団　
円え
ん

・

こ
ど
も
ス
テ
ー
ジ※
２

」
の
為
に
書
き
下

ろ
し
た
戯
曲
で
、
１
９
８
４
年
の
作

品
で
す
。〝
別
役
実
の
童
話
あ
そ
び

シ
リ
ー
ズ
〞
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
の

作
品
は
、
お
馴
染
み
ル
イ
ス
・
キ
ャ

ロ
ル
作
の
『
不
思
議
の
国
の
ア
リ

ス
』
を
モ
チ
ー
フ
に
戯
曲
化
。
原
作

の
お
茶
会
の
場
面
に
登
場
す
る
三
月

兎
、
帽
子
屋
、
眠
り
ね
ず
み
、
ア
リ

ス
の
ほ
か
、
チ
シ
ャ
猫
や
公
爵
夫
人

と
い
っ
た
面
々
が
登
場
し
、
原
作
と

は
別
の
物
語
を
展
開
し
ま
す
。『
不

思
議
の
国
の
ア
リ
ス
』
は
し
ば
し

ば
、
言
葉
の
意
味
よ
り
も
語ご

呂ろ

や
し

ゃ
れ
に
重
点
を
置
い
た
ナ
ン
セ
ン
ス

文
学
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
そ

の
ま
ま
、
別
役
の
描
く
ナ
ン
セ
ン
ス

喜
劇
に
通
じ
る
も
の
で
も
あ
り
ま

す
。
台
詞
か
ら
意
味
を
切
り
離
し
た

詩
的
で
鮮
や
か
な
言
葉
遊
び
を
用
い

な
が
ら
、
個
性
豊
か
な
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
達
に
よ
る
軽
快
な
や
り
取
り
を
繰

り
広
げ
て
い
き
ま
す
。

ア
リ
ス
の
森
を
舞
台
に

ダ
ン
ス
×
音
楽
の
お
芝
居
が
登
場

　

北
九
州
芸
術
劇
場
で
は
10
月
４
日

（
土
）、
劇
場
の
自
主
企
画
・
製
作
公

演
「《
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
の
》

帽
子
屋
さ
ん
の
お
茶
の
会
」
を
上
演

し
ま
す
。
２
０
１
３
年
に
北
九
州
芸

術
劇
場
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
セ
ッ
シ
ョ
ン

の
21
作
目
と
し
て
小
劇
場
で
上
演
さ

れ
た
作
品
を
大
幅
に
改
訂
。
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
、
よ
り
エ

ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
な
作
品
と
し
て

今
回
中
劇
場
に
て
上
演
し
ま
す
。

©トミタユキコ　近藤写真©ＨＡＲＵ

17 北九州芸術劇場

【公演日程】10月４日（土）午後２時開演　【会場】北九州芸術劇場中劇場
【作】別役実　【演出・美術・出演】近藤良平（コンドルズ）　【演奏】吉田トオル（ストライク）
【出演】岩本将治、小笠原萌（だーのだんす）、片山敦郎（富む平原）、古賀今日子（che carino!/

che carina!）、佐々恭子、椎木樹人（万能グローブ ガラパゴスダイナモス）、高野桂子
（village80%）、高野由紀子（演劇関係いすと校舎）、立石義江、谷岡紗智（ぐにゃり）、
寺田剛史（飛ぶ劇場）、中嶋さと（14+）、野中香織、響金太郎、福田雅人、美輝明希、
美和哲三（14+）、村上差斗志（14+）、百田彩乃（だーのだんす）、脇内圭介（飛ぶ劇場）

チケット好評発売中
【料金】一般3,000円、中～大学生2,000円（要学生証提示）、小学生1,000円
　　　高校生〔的〕チケット1,500円（高校生限定・枚数限定・劇場窓口・前売のみ取扱）
　　　※全席指定・当日500円増　※未就学児入場不可
【お問合せ】北九州芸術劇場　093（562）2655

Information

リーディングセッション vol.21 より ©木寺一路

◎フラッシュモブ　「アリスモブ」　※観覧無料
【日程】9月13日（土）午後、時間未定
【会場】リバーウォーク北九州ほか

Event

※
１　

意
味
を
な
さ
な
い
。
無
意
味
で
あ
る
こ
と
。

※
２　
「
子
ど
も
と
大
人
が
一
緒
に
楽
し
め
る
舞
台
」

と
し
て
岸
田
今
日
子
が
企
画
。こ
れ
ま
で
に
詩
人
・

谷
川
俊
太
郎
な
ど
も
参
加
。

自
身
も
出
演
。
コ
ン
ド
ル
ズ
の
バ
ン

ド
チ
ー
ム
・
ス
ト
ラ
イ
ク
の
吉
田
ト

オ
ル
が
手
掛
け
る
生
演
奏
の
音
楽
と

も
セ
ッ
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
、
不
思
議

な
森
の
お
茶
会
へ
と
誘
い
ま
す
。
公

演
に
先
立
ち
９
月
13
日
（
土
）
に

は
、
出
演
者
が
街
に
飛
び
出
し
て
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
う
サ
プ
ラ
イ
ズ

イ
ベ
ン
ト
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
こ
ち
ら
も
併
せ
て
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

   北九州芸術劇場プロデュース
「《不思議の国のアリスの》帽子屋さんのお茶の会」

一　田　真　澄宣伝営業課 Masumi Ichita
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